ガーンディーと民衆：声なき声に耳を傾けて by 宇野 彩子
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“My life is my message”


























































































































































































































































































































































































































































 2) このガーンディーの発言はあまりにも有名であるが、たとえば Eknath Easwaranによる、 アメリ
カの一般読者向けにガーンディーの生涯を写真とともに紹介した本 Eknath Easwaran, Gandhi The 
Man, (Nilgiri Press, 1997), 140.を参照のこと。
 3) Narayan Desai, My Life is My Messsage Vol. I, Sadhana (1869–1915) (originally written in Gujarati, 









要なメッセージとしてこの伝記全体の副題をMy Life is My Messageとしている。残念なことに
ナラヤン・デサイ氏は 2015年 3月に亡くなられた。
 4) Satyagraha、真理 (Satya)をしっかりとつかむ (agraha)、という二つのサンスクリットの言葉から
作られ、南アフリカで誕生したインド人たちの運動を表す言葉として使われた。そして真理をつ
かもうとする中から生まれてくる力を意味している。ガーンディーにとってそれは政治的方法だ
けではなく、生きること全般に関わる真理実験を意味した。M. K. Gandhi, “Ch.XII The Advent 







 7) 南アジアの分離独立 (Partition)をガーンディーは命がけで反対したが、当時のインドの指導者た























 11) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Chapter 30 “Sadhana,” 280–291（サダーナとは修行の
道）でデサイは、南アフリカでの 20年間のガーンディーの自己変革について、大変厳しい「修
行」であったと述べている。
 12) ガンジー「はしがき」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蝋山芳郎訳）、中央公論社、1979
年、67–8頁。
 13) 奉仕者としての召命について、宇野彩子、前掲論文、2014年、71頁、注 20でも紹介している。
M. K. Gandhi Satyagraha in South Africa, 306にも南アフリカでの 21年間が自分の生涯の召命を自
覚した場所であることを述べている。




残している。“Everybody can be great.  Because anyone can serve. (…)  You only need a heart full 
of grace.  A soul generated by love.” from Martin Luther King, Jr, The Words of Martin Luther King, Jr. 








 15) M. K. Gandhi, Autobiography or the Story of My Experiment with Truth (originally published in 1927, 1929 
in 2 volumes), (Penguin Edition, 1982).本論文では、『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳
郎訳）、中央公論社、1979年を使っている。他にも（グジャラートから）『東洋文庫 671–2　ガー
ンディー自叙伝 1・2真理へと近づくさまざまな実験』（田中敏雄訳）、平凡社、2000年。M. K. 
Gandhi, Hind Swaraj or Indian Home Rule (originally published in 1909), (Navajivan Publishing House 
1938).  M. K.ガーンディー『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』（田中敏雄訳）、岩波文庫、
2001年。

















の事件を詳細に論じている。また、Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 2, Chapter 5 “Ahimsa 
in the Textile City”も参照のこと。












 21) インド国民会議派は 1885年に発足しその後 1947年の分離独立に至るまでイギリス植民地支配
にたいする全インド的ナショナリズムの担い手であった。1920年 12月以降ガーンディーの指導
のもと、“Swaraj in a year”「一年でスワラージを」というスローガンを掲げてこれまでにない勢
いで自治獲得を目指す運動が展開していった。
 22) 自叙伝を書いた経緯については、ガンジー「はしがき」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟
山芳郎訳）、中央公論社、1979年、65–66頁。
 23) 真理を追い求めて実験を重ねる生き方がサッティヤーグラハである。“It is a way of life.”, Narayan 
Desai, My Life is My Message, Vol. 1, “Nandi,” xxi.
 24) ガンジー「はしがき」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論社、1979
年、67–8頁。英語版では以下のように書かれている。
  “What I want to achieve–what I have been striving and pining to achieve these thirty years–is self-
realization, to see God face to face, to attain moksha (salvation).  I live and move and have my being 
in pursuit of this goal.  All that I do by way of speaking and writing, and all my ventures in the 
political field, are directed to this same end.”  Autobiography or The Story of My Experiments with Truth, 
75
originally published 1927, 1929 in two volumes, Penguin Edition published 1982, “Introduction” 15.
 25) ガーンディー「はしがき」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論社、
1979年、69頁。葛西實「M. K.ガンディーと南アフリカ」『アジア文化研究 22号』、国際基督教
大学アジア文化研究所、1996年、195–7頁。
 26) ガンジー「別れの辞」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論社、1979
年、378–9頁。
 27) 「別れの辞」の最後の文章。同上、379頁。




 29) ガンジー「第三部 19　南アフリカに到着」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、
中央公論社、1979年、146頁。
 30) 同上、147頁。この「最も創造的な経験」の出来事について、Narayan Desai, My Life is My Message, 
Vol. 1, Chapter 15 “The Most Creative Experience,” 107–117.を参照。
 31) 葛西實「M. K.ガンディーと南アフリカ」『アジア文化研究 22号』、国際基督教大学アジア文化
研究所、1996年、195–6頁。
 32) ガンジー「23　インド人問題」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論
社、1979年、161頁。
 33) 特に “twice-born”について、Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, 115.
 34) ミヒャエル・エンデ『モモ』（大島かおり訳）、岩波少年文庫 127、2005年、329頁。
 35) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, 115–7.
 36) ガーンディーはヒンドゥー教の聖典中の聖典である『バガヴァッド・ギーター』の教えの中核と
して、「最大の戦場は自分自身のうちにある」と理解していた。Narayan Desai, My Life is My Message, 
Vol. 1, 292.
 37) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Ch. 19 “Gandhibhai,” 152–162.
 38) 契約労働者のおかれていた奴隷のような厳しい状況について、Narayan Desai, My Life is My Message, 
Vol. 1, Chapter 26 “Girmitiyas,” 227–238.
 39) ガンジー「27　三ポンド税」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論社、
1979年、170頁。
 40) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Chapter 29 “Forgiveness: The Ornament of the Brave,” 
264–279.
 41) この警察署長夫人の勇気ある行動については自叙伝や、Philip Glassのオペラ Satyagraha (1979)に
も描かれている。
 42) ガンジー「第四部 29　南アフリカへの嵐の到着」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳
郎訳）、中央公論社、1979年、183頁。




動の特質をよく表しているといえよう。Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, 581.
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 44) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Chapter 36 “A Strecher Bearer,” 359–366.
 45) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Chapter 33 “Truth and the Spirit of Service,” 321–2.
 46) ガンジー「45　ズールー族の反乱」、『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央
公論社、1979年、229頁。












 50) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Chapter 30 “Sadhana,” 280–291に南アフリカでの約
20年間にわたる「修行」による自己変革と社会的変革について集約してデサイ氏は描いている。
 51) より詳しくは、宇野彩子「マハートマ・ガーンディーの近代文明批判と 3.11以降の日本」『アジ
ア文化研究別冊 20号』、国際基督教大学アジア文化研究所、2014年、71–73頁にも論じている。
 52) 南アフリカでのサッティヤーグラハ運動の展開についてガーンディー自身が書いた記録がある。
M. K. Gandhi, Satyagraha in South Africa (originally published 1928, reprint,1972), (Navajivan Publishing 
House, 2008).
 53) ガーンディー「第 8章　インドの状態」『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』（田中敏雄訳）、
岩波文庫、2001年、49頁。
 54) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, Ch. 45 “Satyagraha: The Birth,” 512.







 57) ガンジー「第六部 53　襲撃」『世界の名著 77　ガンジー／ネルー』（蠟山芳郎訳）、中央公論社、
1979年、255頁。
 58) J. J. Doke, Gandhi–A Patriot in South Africa, first published in 1909, reprinted 1992, Publications 
Division, Ministry of Information and Broadcasting, Government of India)（最初のイギリスでの出
版は Hind Swarajより先に出版された）。
 59) Doke, Gandhi–A Patriot in South Africa, 92.  初めてガーンディーにあったときの印象について、
Ch. III “The Man Himself,” 10–12.
 60) この出来事とドークとの関わりについてガーンディー自身が感謝をこめて書いている。Gandhi, 
77
Satyagraha in South Africa, Ch. XXII “Opposition and Assault,” 154–9.
 61) このエピソードについてドークは、“It was one of the many glimpses which we have lately had of 
that divine love which mocks at boundaries of creed and limits or race or colour.  It was a vision of 
Mr. Gandhi’s ideal.”と述べている。Doke, Gandhi–A Patriot in South Africa, 108–9.
 62) Narayan Desai, My Life is My Message, Vol. 1, “Foreword,” by Dalai Lama 14th, ix–x.
 63) ポール・ギャリコ「ルドミーラ」『スノーグース』（矢川澄子訳）、新潮文庫、1988年、131–2頁。
 64) 宇野（徳田）彩子、前掲論文、2001年、53–56頁。
 65) “Letter to M. A. Jinnah” (Sept. 15, 1944), Collected Works of Mahatma Gandhi, Publications Division of 
the Government of India, Navajivan, 1958–1994, Vol. 78, 103.
